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子どもたちの輝く未来のために！  

佐賀県教育センターニュース 

 

 

                     

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 佐賀県教育センター  〒840-0214 佐賀県佐賀市大和町大字川上  TEL 0952-62-5211(代) 
URL：https://www.saga-ed.jp/         「ミネルバ」については教育課程支援担当（直通 0952-62-5238）まで 

 

 

３月号（1８７号） 

生徒指導担当 0952-62-5211（代表） このページの記事についての問い合わせ先 

中学校生活の好発進に向けた取組を全職員で!！ 

 

平成 3１年３月６日発行 

ti  

小学校の卒業式を控えている子どもたちは、４月からの新生活への期待で胸を膨らましていることでしょう。
しかし、中学校入学後、慣れ親しんだ小学校生活とのギャップを感じ、学校へ行けなくなる子どももいます。 
教育センターでは、小・中学校が連携し、中学校の新入生が４月からの中学校生活をスムーズに始める取組を

推進できるように「中学校生活の好発進」リーフレット及び「中学校生活の好発進」チェックリストを作成しま
した。それぞれの段階での取組にご活用ください。 

○教科ごとに先生の指示や 

 ノートの取り方などが違う  ○中学校のルールが分から 

ないうちに怒られて怖くなった 

○先生や先輩との付き合い方 

が分からない 

 

 

○授業中は大丈夫だけど、 

休み時間が一人でつらい 

○困ったときに、どの先生に 

相談してよいか分からない 

 

○一度にいろいろなことを 

 説明されても覚えていられない 
 

 

「統一化」…基本的なルールや約束事等について足並みを揃える 

統一化 共有化 視覚化 

自
己
肯
定
感 

「統一化」「共有化」「視覚化」の視点で・・・ 

春休みから全職員で取り組もう！ 各段階での統一化・共有化・視覚化 

子どもたちが安心して中学校生活を始めることができるような取組をしていくと同時に、学校生活の中で適宜

称賛し、「できた達成感」「分かる喜び」を味わわせながら子どもの自己肯定感を高めていくことが大切です。 

３月４日 教育センターWeb、SEI-Net 配信『中学校生活の好発進』リーフレットより（一部） 

「共有化」…先生同士、あるいは先生と生徒同士で基本的なルールや 
約束事等について共通理解を図り、保護者にもその内容 
について情報を提供する 

「視覚化」…統一化・共有化したことを分かりやすく提示・掲示する 

https://www.saga-ed.jp/
https://www.saga-ed.jp/shidou/soudan/kouhassin_reaflet.pdf
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なぜプログラミング教育が必修化され、何を教えればよいのかが

分かります。先行事例が掲載されており、評価の考え方など、授業

づくりに役立つ情報が豊富です。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書資料室では、全国の教育センターや県内外の学校等の研究紀要が閲覧できます。研究紀要には理論研究

や授業実践等が掲載されており、授業づくりのヒントを得ることができます。平成９年以降の研究は、教育セ

ンターWeb（下図参照）から検索することができます。最新の教育情報をお探しの際などに、どうぞご利用くだ

さい。なお貸し出しはできませんので、図書資料室内で閲覧してください。 

 

 

 

 プログラミング教育、ＡＩ、コンピュータの仕組み、Excel や Word の活用法、動画作成、Web やプレゼンテ 

ーション資料等のデザイン、情報セキュリティ、EdTech、3D グラフィックス作成などを学べる図書を、新たに 

47 冊揃えました（書籍一覧はこちらからご覧ください）。 

授業の準備やご自身のスキルアップに、是非ご利用ください。 

  

 

 

ＩＣＴ利活用の最新情報が集結!! 

ＱＲコードからも検索できます。 

教育課程支援担当 0952-62-5238（直通） このページの記事についての問い合わせ先 

 

 

 

 

   

 ～教育センターWeb～ 

 

 

 

 

   

統計を使って何ができるのかを理解することができます。身の回

りの世界を見る目が、これまでとは違ったものになることでしょう。 

 

研究紀要や図書をご活用ください。 
 

研究・調査 
キーワードを

入力し，検索

をクリック！ 

受入記号を控えておけば、図書資料 

室ですぐに探すことができます！ 

新学期に役立つ情報満載!!全国の研究紀要 

ＱＲコードからも

書籍名をご覧にな

れます。 

『統計ってなんの役に立つの？』 

涌井 良幸 著、誠文堂新光社 出版 

 

   

『先生のための小学校プログラミング教育がよくわかる本』 

利根川 裕太・佐藤 智 著、翔泳社 出版 

 

資料作成のコツが分かります。言いたいことが伝わるスライドの

基本、グラフと挿絵の効果的な使い方等、簡潔にまとめている１冊

です。 

 

『一生使えるプレゼン上手の資料作成入門』 

岸 啓介 著、インプレス 出版 

 

http://www.saga-ed.jp/shien/shiryoushoukai/pdf/shinchaku_tosho.pdf
https://www.saga-ed.jp/shien/search/kiyou/kiyou.htm
https://www.saga-ed.jp/shien/search/kiyou/kiyou.htm
https://www.saga-ed.jp/shien/search/kiyou/kiyou.htm
https://www.saga-ed.jp/shien/search/kiyou/kiyou.htm
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  年度当初、「学校のよき伴走者として、学校のニーズに合わせた研修、研究、学校

支援を行っていきたいと考えています。」と書かせていただきました。（本年度の取

組は、下記の図のとおりです。） 

  研修講座にも多くの著名な講師の方々をお招きすることができましたし、学校に

も直接出向いて、研究会や授業研究会の支援を行ってきました。ご感想はいかがだっ

たでしょうか。満足いただけたのであれば幸いです。 

  さて、次年度は、小学校では新学習指導要領移行期の最終年度になります。中学

校以降の学校においても、完全実施に向かって準備を急がれているところかと思います。教育センターは、次

年度も本年度同様、「学校のよき伴走者」として、教育サービスを提供していきたいと考えています。「今、児

童生徒にとって、どんな授業が必要なのか」、「学校に登校できない児童生徒を支えていくには、どんな支援や

指導が必要なのか」など、児童生徒のために日々頑張っておられる先生方を、教育センター全職員で応援して

いきたいと思います。次年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、本年度の教育センター事業へのご協力、誠にありがとうございました。 

短期研修担当 0952-62-5212（直通） 

 

「サタセン」についての問い合わせ先 

３月に実施する「サタセン」（土曜日に教育センターで行う自主的な研修会）の概

要を紹介します。申込み方法等の詳細な内容は、各担当者から学校に案内します。 

各自で直接担当者へお申込みください。（管理職を通しての申込みではありません） 

 

 

 

 「 ３ 月 の サ タ セ ン 」 ＆ 「 今 年 度 最 終 号 発 行 に 寄 せ て 」 

これからも、学校のよき伴走者を目指します    所長 小田部 徳浩 

校種・教科等 期日 時間 テーマ・内容等 連絡先・担当者

小・中・高・特
養護教諭

３/16 10:00～12:00 やってみよう！心の相談に役立つ家族療法   ℡.0952-62-5211（牟田）

高等学校化学 ３/16 14:00～16:30 化学の授業びらきと実験事例の紹介   ℡.0952-62-5213（細國）

小学校学級経営 ３/23 10:00～12:00
わくわく学級びらき！
          ～どうつくる？どう決める？学級目標と係活動～

  ℡.0952-62-5212（平川美）


